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暑さにも負けない
　未来ある笑顔を見守ります
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太陽の笑顔がたくさん！
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可決

６月定例会を開催 会期　６月５日～６月１４日

平成２９年度一般会計補正予算など

１３議案を原案のとおり可決・同意
　平成２９年６月定例会では、条例一部改正の専決処分の承認が3議案、一般会計および特別会
計の2９年度補正予算が２議案、工事請負契約および物品購入契約の締結が３議案、町有財産の
処分が1件、農業委員会委員及び教育委員会委員の任命が4件の１３議案と人権擁護委員の推薦
の諮問が1件提出されました。議案すべてが原案のとおり可決・同意されました。
　また、請願１件が上程され、不採択になりました。

・平成２９年度多度津町内小学校空調設備工事
　空調設備の整備ができていなかった町内4小学校について、空調設備を新たにする整
備工事です。
・平成２９年度白方小学校渡り廊下・外構整備工事
　平成28年度に改築を竣工した校舎と既存校舎をつなぐ渡り廊下および旧校舎の除却
に伴う外構整備工事です。

会計名 補正額 総額

一般会計 3億5,520万円 85億4,520万円

特別会計
公共下水道 7, 8 0 0万円 11億380万円

平成29年度６月補正予算

工事請負契約の締結について

○農業委員会委員（14名）

○教育委員会委員（３名）

○人権擁護委員（1名）

各委員の任命・推薦に同意

秋山 義充 氏　　香川　  篤 氏　　横關 幹夫 氏　　山� 義行 氏
松浦 俊正 氏　　大谷 泰則 氏　　土田 敏雄 氏　　矢野 和幸 氏
斯波 明美 氏　　三野 敏彦 氏　　大島　 弘 氏　　亀山　 均 氏
塩入 達彦 氏　　中村　 稔 氏

塩田 明雄 氏　　田中 公敏 氏　　富田 哲弥 氏

吉田 なおみ 氏
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　この条例は、多度津町議会からの提案を通じて住民の意見を反映した多度津駅周辺の開発整備
やにぎわいづくりその他必要な施策を総合的に推進し、多度津駅周辺の活性化と地域の再生に資す
ることを目的としています。

多度津駅周辺の活性化に関する条例

平成29年第２回６月定例会
議員名　

　議案名等

採
決
結
果

議席番号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
志
村
　
忠
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野
　
拓
二

金
井
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井
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夫

隅
岡
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子

村
岡
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�

小
川
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川
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義

村
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忠
義

渡
邉
美
喜
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庄
野
　
克
宏

門
　
　
瀧
雄

議 案 第 １ 号 専決処分の承認について（多度津町税条例の一部改正） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ２ 号 専決処分の承認について（多度津町都市計画税条例の一部改正） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ３ 号 専決処分の承認について（多度津町国民健康保険税条例の一
部改正） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ４ 号 平成２９年度多度津町一般会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ５ 号 平成２９年度多度津町特別会計公共下水道補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ６ 号 工事請負契約の締結について（平成２９年度多度津町内小学
校空調設備工事） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ７ 号 工事請負契約の締結について（平成２９年度白方小学校渡り
廊下・外構整備工事） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ８ 号 物品購入契約の締結について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ９ 号 町有財産の処分について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０号 多度津町農業委員会委員の任命について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１１号 教育委員会委員の任命について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２号 教育委員会委員の任命について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３号 教育委員会委員の任命について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請 願 第 １ 号 「共謀罪（テロ等組織犯罪準備罪）」に反対する意見書の提
出を求める請願 不 × × × × ○ × × × ○ ○ × ×

議 員 提 出
議 案 第 １ 号 議員派遣の件について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
議 案 第 ２ 号 議員派遣の件について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
議 案 第 ３ 号 多度津駅周辺の活性化に関する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

閉会中の継続調査について 許 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審 議 結 果

採決結果　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　退：採決退席
　　　　　　可：可決　　否：否決　　同：同意　　承：承認　　認：認定　　採：採択　　不：不採択　　許：許可
議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号1番　志村　忠昭）

議員提出による条例が可決
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■
機
構
改
革
に
つ
い
て

古川 幸義 議員

　機構改革の目的・目標は。
町長 　目的は町民と共に作る参画・協働のまちづくりを実行するため行政
側の体制を構築する事であり、目標は、新たな行政課題や住民のニーズに
的確に対応し、町政の重点施策を積極的に推進する事であります。
　来年度に向け検討会など既に行われたか。また検討会などの構成は。
政策企画課長 　平成28年度に検討会を行い、各課に向け組織機能の見直し
に関するヒアリング・各課間協議を重ね組織改正の調書を作成しました。
検討会は機構改革検討委員会とし、委員長は副町長、副委員長は教育長、
構成委員は各課長としております。
　執行部側で既に検討が行われているが、議会との連携は。
政策企画課長 　機構改革案を策定し、早い時期に多度津町行財政改革特別
委員会において、ご審議頂きたいと考えています。
　組織編成や役割など、職員の声や意見は反映させているか。
政策企画課長 　全課職員にヒアリングを実施し、各課意見が網羅されてい
る組織改正調書を作成致しました。
　住民との窓口業務の対応や効率など今までの意見は反映しているのか。
政策企画課長 　各課で把握している住民の意見・要望を踏まえ、各課の抱
える課題や問題点、今後の行財政改革に対する要望等についてヒアリング
を実施し、今までの町民のご意見を反映出来るよう町民生活の利便性を図
り、サービスの向上に努めてまいります。

Q

Q

Q

Q

一般質問 General  Question

ズバリ   町政を問う！

Q
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　本町における児童の体力や運動能力調査について伺う。
教育長 　毎年、学校で実施している「全国体力・運動能力等の調査」の平
成28年において全国平均を50点とすると男子は49.1点で女子は46.3点で
あり、多くの種目で平成28年度は、最近8年間では、波はあるものの低下
傾向にあります。

　子供の体力、運動能力の向上への対策はどのように実施しているか。
教育長 　家庭、地域、学校が連携し「早寝・早起き・朝ごはん」を基本に
推進、年齢にあった運動を仲間と協力・競い合い、運動の楽しさを知らせ、
体力づくり等の取り組みを行なっています。

　運動をする、全くしない子どもの格差があり、二極化傾向にあると指摘
されている。将来において生活習慣病に繋がる危険性を有している。今後
どのように対処していくのか伺う。
教育長 　学校の課題、子ども１人１人の課題を把握し指導法の改善や環境
の改善に努めます。家庭においては情報提供し年齢の低い段階から生活習
慣を見直し、運動や外遊びを共にするなどの取り組みを促します。地域で
は、スポーツ推進指導員、子供会、スポーツ少年団の指導者と連携を図り
運動の楽しさを知ってもらう。教育委員会としては運動環境の整備を見直
し、施設・遊具・道具の管理と充実を図ります。

　運動嫌い、運動不足等により将来において肥満糖尿病、心臓病などの命
に関わってくる。生活習慣病の予防啓発や体力、運動能力向上の充実を要
望する。

要 望

■
多
度
津
町
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幼
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に
つ
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て

塩野 拓二 議員

　これからの4幼稚園、4小学校について、教育課題検討委員会が立ち上げ
られたが、その後の進捗状況は。またどの程度まで方向性が示されているか。
教育長 　5回の教育課題検討委員会が開催され、児童の実態と施設整備の
現状、学級編制の状況把握、県下の再編制状況をもとに、どのよう進めて
いくべきか、今後あるべき姿について、子供教員等人的側面と施設整備、
環境などの物的な側面から、検討してきました。
　本年度中に町内幼稚園、小学校のあるべき姿と適正配置と適正規模につ
いての答申を盛り込んだ、基本方針案を作成します。

　今年に入り跨線橋工事も始まり、多度津駅周辺整備をいよいよ進めない
といけない。以前の町長の思いでは、多度津駅南側町有地に庁舎移転建設
と答弁があり、巷では庁舎と商業施設やホテルなどを含めた、複合施設と
の考えとも聞いた。どちらにせよ、庁舎や福祉センターは老朽化により改
築が望まれる。緊急防災減災事業債利用する事を考えると平成32年が期限
内で、早急に進めないといけない。駅前の開発にはお金も時間も必要であ
る。緊急防災減災事業債を活用するのであれば、駅南側町有地、他の候補
地も踏まえ、先に庁舎を建設する考えは。
　また、その後の庁舎、福祉センターの土地の活用方法は。
町長 　町長の思いという前提でお答えします。庁舎、福祉センターは老朽
化が進み、津波浸水が予想される区域で改築が急務です。緊急防災減災事
業債の活用は、不可欠だと考えています。防災対策の拠点である庁舎を、
津波浸水想定区域外に移転する必要があります。庁舎の改築を優先して、
パークアンドライド駐車場に隣接する、町有地に期限内に、建設する方が
良いと考えます。庁舎用地活用は、隣接する多度津高校において、校舎整
備検討を行っています。福祉センターの土地活用は、多度津小学校に隣接
しているので、有効活用したいと考えています。

Q

Q

Q
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一 般 質 問 General  Question

渡邉 美喜子 議員

Q
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　①県道（奥白方、見立地区）の草木処理作業の前倒し実施は。②県道工事
再開、実施予定の見通しは。③地元説明会の早急な実施は。④見立、奥白方
地区信号機の改良、設置は。⑤暴走族による周辺住民への騒音被害対策は。
建設課長 　①児童の通学に著しい妨げになっている箇所は6月中の実施を県
へ要望します。②現在、道路計画に関し地元関係者と調整を行っています。
③県と地元調整など協議協力しながら事業の早期完了を図っていきます。
総務課長 　④地元要望に基づき、県に現地診断を依頼し、3つの採択基準
確認のうえ検討します。⑤迅速な通報をします。
　①河川の水位上昇に関する住民への避難情報の発令は。②避難と災害物
資について。③防災行政無線の活用と防災ラジオの購入について。
町長 　①桜川他の河川は県の水位周知河川の指定を受けていませんが「水
防災意識社会再構築ビジョン」に基づき防災減災を推進、県に強く要望し
ます。
総務課長 　①町内57箇所を避難場所に指定し、多度津中学校で集中管理を
行い、原則分散配備していく計画です。③災害時の伝達手段として対象地域
を限定して活用しています。防災ラジオは現段階で導入の予定はありません。
　①介護保険改正について町への影響は。②重い利用者負担での町の実態
は。③町の役割と課題、今後の取り組みについて。
福祉保健課長 　①高額介護サービス制度では、月額4万4,400円の自己負担
の上限があります。②対象者は1,200人（うち120名が2割負担者）、その
中で340万円以上の所得で3割負担となる利用者は約40名です。町内老人
保健施設等入所者数347名（要介護認定者1371人の25.3％）で、町内特
別養護老人ホーム2施設の入所申し込み数は111名（うち入所が必要な人
は20名）で優先入所制度も利用されています。③Ｈ30年～32年の介護保
険事業計画を策定します。
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　多度津駅周辺開発整備に関する丸尾町長の考え方と、ＪＲ線路を跨ぐ
緊急避難路およびＪＲ駅舎のバリアフリー化についての町長の考えは。

町長 　役場庁舎の移転・建て替えを優先して、平成３２年度末迄に駅南
側の町有地に建設します。その予算は地方財政計画の「（※）緊防債」
を有効活用します。又、バリアフリー化は緊急避難路およびＪＲ駅舎を
対象として実施できるよう検討しております。又その後、駅周辺の開発
を検討する中で駅の南北駐輪場や大型バスの停留場ならびに進入道路等
の整備を検討しております。
（※）緊急の防災・減災対策事業に対する優遇的公債。

　緊急防災減災事業債の対象の範囲は。

総務課長 　その対象は防災対策の拠点としての庁舎と対策用会議室ある
いは避難所としての位置づけのある福祉センター機能も兼ね備えた施設
と考えております。

　公務は究極のサービス業であるが、そのサービスを提供する職員の戦
略的育成計画の策定と職場内外での研修内容については。

町長公室長 　本町の目指すべき職員像として、1.意欲と情熱を持つ、
2.町民の立場で町民と共に歩む、3.公正で温かい心で人に接する、この
３点をバックボーンとして職場内外での階層別研修の能動的受講および
集中改革プラン、人事考課制度マニュアルに基づいたスキルアップ施策
を計画的に取り組んでいます。
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尾崎 忠義 議員

Q

Q

一 般 質 問General  Question

Q

Q

小川　保 議員
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　上流地域の降水量の把握やその到達時間は。
町長 　降水量の把握については、気象庁の雨量データや県の砂防情報シス
テムから得ています。河川や水路の改良整備や宅地開発などの地理的条件
も大きく変化しており、現状では予測し難いですが、降水量のデータ、河
川の水位情報、目視により最善の判断をしています。

　災害が発生した前日、当日、翌日の３日間の記録は現在蓄積しているか。
総務課長 　今後しっかりと公表できるよう記録の作成を目指します。

　昨年の浸水地域では、降雨量のほかに何か要因はあったか。
総務課長 　本町の上流地域の河川や土地などの地理的条件。既設の排水ポ
ンプの能力や水路の能力、満潮や高潮など様々な要因があります。

　河川の形態などの点検調査について。
総務課長 　引続き随時点検調査を行い、必要に応じて改修などの措置、県
へも適宜要望、関係部署と情報を共有し、防災減災に努めます。

　随時点検調査を行うとき、地元の水利の方々とも連携しながら、意見の
聞き取りを行うお考えは。
総務課長 　地元の方々の意見聴取については、非常に有効なものですので、
今後検討したいと考えています。

　川ざらいの対応について。
総務課長 　農業後継者不足、少子・高齢化による影響も含め、水路の維持
管理が厳しくなってきており、懸念材料の一つとして重く認識しています。
水路の維持管理について持続可能な仕組みづくりに取り組みます。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

■
災
害
時
の
物
資
備
蓄
計
画
に
つ
い
て

■｢

こ
ど
も
か
け
こ
み
一
一
〇
番｣

の

見
直
し
に
つ
い
て

隅岡 美子 議員

　本町に、発災時の指定避難場所として指定している所が13箇所あるが、
それはどこなのか。
総務課長 　リサイクルプラザ、県立多度津高等学校、多度津小学校、多度
津中学校、豊原小学校、豊原幼稚園、四箇小学校、町民健康センター、白
方小学校、奥白方農業構造改善センター、高見島研修センター、佐柳いこ
いの家、佐柳本浦住民会館の13箇所です。

　本町の備蓄物資の現状について。
総務課長 　避難生活を余儀なくされた方の生活を応急的に支えるための食
料や最低限の生活必需品の1日分を目標として、毎年増強、整備していま
す。

　今後の具体的な計画はあるのか。
総務課長 　本年度より4年間で、避難所への避難者数を4,200人と想定し
ており、その1.2倍の5,040人分の1日分の食料の確保と消耗品の備蓄を計
画しています。

　こどもかけこみ110番の黄色のステッカーの設置箇所数は。
教育課長 　平成9年度は町内合計120箇所でした。その後追加登録や見直
しがあり、平成17年度には、多度津地区104箇所、豊原地区41箇所、四箇
地区59箇所、白方地区34箇所、合計238箇所に掲示しています。

　こどもかけこみ110番の今後の見直しについて。
教育課長 　今後、丸亀・善通寺・多度津地区防犯協会や関係団体と協議検
討し取り組んでいきます。

Q

■
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よ
る
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水
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Q
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Q

Q

村岡 清� 議員
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詳しい日程等は、
議会事務局までお問合せください。
【問合せ】
議会事務局　TEL３３－０７０１

9月議会は
9月12日（火）午前9時から
開催予定です。
一般質問は９月14日（木）予定

議会を傍聴しませんか

月 日 曜日 会議等

4
13 木 第1回議会広報編集委員会
19 水 第2回議会広報編集委員会
28 金 全員協議会

5

17 水 多度津駅周辺開発整備特別委員会勉強会
24 水 多度津駅周辺開発整備特別委員会

26 金 議会運営委員会
議会タブレット導入勉強会

29 月 定例会議案勉強会
30 火 定例会議案勉強会

月 日 曜日 会議等

6

2 金
多度津駅周辺開発整備特別委員会
全員協議会

5 月
定例会（提案説明）
議会運営委員会

8 木 定例会（一般質問）
12 月 総務教育常任委員会
14 水 定例会（議案審議）
27 火 議会活性化プロジェクトチーム協議

議会の動き  4月～6月

議会運営委員会視察研修報告（7月4日～6日）

栄町地区緊急避難路跨線橋設置工事（5月24日） 議会タブレット導入勉強会（5月26日）

　議会運営委員会7名で、タブレット端末の導入、議会中
継、議会報告会について、奈良県上牧町、三重県鳥羽市へ
研修に行って参りました。タブレット端末の導入には議会
運営の円滑化やペーパーレス化、事務局の効率化があり、
早期導入につながったということでした。議会中継では、
現在所有のビデオカメラやテレビを利用し、庁舎内で画像
を放映し、他ではインターネット上で、動画サイトを利用
し、予算をかけずに中継を行っていました。
　議会報告会では形式にとらわれずに、町民市民から自由
な意見を聞き(フリーディスカッション)、大変工夫され議

員との距離感を縮める事が出来たとのことです。今後私たちの議会活動に役立てたいと思います。 

　多度津駅周辺開発整備特別委員会の後、町職員
と議員が現地視察を行いました。
　平成30年1月末に完成する予定で工事を進めて
います。南北の長さ
約93ｍ、幅3.7ｍの
膜屋根、ルーバー壁
仕上げで、9月頃か
ら地上部の設置工事
が始まる予定です。

　全国各地で、タブレットを使った議会運営が進
んでいます。香川県内でも2市が導入し、多度津
町議会においても導入を検討し、利用するとなれ
ば、膨大な容量の資料がタブレットに収まり、
その上写真や画像、動画撮
影ができ、画面上にメモも
とれるとのことでした。
　議会改革において有意義
な勉強会でした。

奈良県上牧町にて


